
播磨町 高齢者福祉計画及び介護保険事業計画評価シート

No.

8
期
計
画

書
ペ
ー

ジ

推進施策
施策の項

目
項目 実施状況の評価 評価の理由 指標

令和３
年度

令和４
年度

令和５
年度

実施における課題及び今後の課題
次期計画へ
の取組方向

上記「次期計画への取組
方向」の理由、拡大・見直し

等の内容

講演会・映画会（回） 1 1 （1）

認知症サポーター養成講座　受
講累計人数（人）

4,846 5,722 5,722

認知症サポーター養成講座　開
催数（回）

11回 12回 0回

企業・職域での認知症サポー
ター養成講座開催回数（回）

1回 1回 （１回）

31 56

第１節
認知症への
理解を深め
るための普
及啓発

（２）認
知症に関
する相談
先の周知

あまりできてい
ない

令和2年度までの実績
数と比較すると増加し
ているものの、相談件
数減となっている。

認知症相談センターへの相談件
数（件）

313件 223件 40件

認知症及び高齢者の保健医療・介護等に関する
総合相談窓口である地域包括支援センター、地
域の認知症相談医（もの忘れ相談医）を広報にて
周知する。また、認知症ケアパスを活用し、認知
症に関する基礎的な情報とともに、具体的な相談
先の周知に努める。

改善して継続
相談形態を見直し、様々な
方法を検討していく。

32 57

第２節　認
知症予防・
早期発見・
早期受診の
推進

（１）通
いの場に
おける認
知症予防
の取組の
充実

ほとんどできて
いない

シニア元気アップの出前講座（認
知症）開催回数（回）

4回 6回 １（6）

現行は、住民の求めに応じて地域包括支援セ
ンターの三職種や推進員が講座に出向いてい
るため、更なる啓発を行い、より多くの通い
の場で認知症の予防や早期対応への理解を広
げる。

改善して継続

今後も広報、ホームペー
ジ、認知症ケアパス、チラ
シの配布等をして制度の周
知を行っていく。

もの忘れ健診受診者数（人） 257 287 7

認知症疑いありのうち医療機関
受診に繋がった割合（％）

13.3 17.4 -　

認知症初期集中支援チームによ
る支援件数（件）

1件 0件 0件

認知症カフェ設置数（か所） 2か所 7か所 （7か所）

認知症カフェの開催数（回） 20回 78回 14回

認知症家族の会参加者数（人） 22人 23人 6人

認知症家族の会開催回数（回） 9回 11回 （１回）

基本指針

大体できている 養成講座受講者数の増

新規に企業・職域を開拓し
ていき、認知症に関する正
しい知識を得られるよう講
座を開催し、普及啓発を
行っていく。

認知症施策推進大綱の中間評価を踏ま
えた施策の推進について追記。

認知症基本法が成立し、今後施行に向
けては、国が今後策定する認知症施策
推進基本計画の内容を踏まえて施策を
推進していく必要があることについて追
記。

現行計画の実施状況・評価

認知症サポーター養成講座の新規受講者はほと
んどが小中学生であり、企業・職域での認知症サ
ポーター養成講座の開催数が少ない。

改善して継続

実績値 次期計画に向けて

①もの忘
れ健診
②物忘れ
相談プロ
グラム
③認知症
初期集中
支援事業
の推進

もの忘れ健診を受診する
機会を増やしていき、早期
発見、早期治療を行う。

認知症機能低下のある人
（軽度認知症障害を含
む。）や認知症の人に対し
て、早期発見・早期対応が
行えるよう、地域包括支援
センター、認知症地域支援
推進員等の更なる資質の
向上や連携の強化を図っ
ていく。

目標数を大幅に超えた
ため。

十分できている

認知症カフェの内容を充実させ、認知症の人
の外出や地域での交流、社会参加を支援す
る。また、認知症カフェを必要とする人に参
加してもらえるよう広報で周知していく。

これまで通り
継続

認知症の人または家族が
孤立することのないように、
外出や地域での交流、社
会参加を支援する。また、
認知症カフェを必要とする
人に参加してもらえるよう
広報・チラシで周知してい
く。

あまりできてい
ない

『認知症家族の会』の認知度が低く、新たな
参加者が増えない状況にある。コミセンや公
民館へのチラシの設置で周知するだけではな
く、地域のケアマネジャーや介護事業所にも
積極的にアナウンスを行い、参加者の増大に
に努めたい。

改善して継続

・家族の方が求めているこ
とを聞き取りし、内容を充
実させる。
・広報、認知症ケアパス、
チラシの配布等をして周知
を行っていく。

内容の見直しが行われ
ていない。

33 57

第２節　認
知症予防・
早期発見・
早期受診の
推進

（２）早
期発見・
早期受診
の推進

改善して継続
あまりできてい
ない

医療機関受診に繋がっ
た割合が低い。

・認知症を周囲に知られたくないという認識もまだ
根強くあり、早期の相談や支援の介入が難しい。
・チーム員会議を開催する前に行う事前訪問によ
り、適切な支援につながることが多いため、チー
ム設置の必要性を感じにくい。

基本目標３．認知症対策の推進

35 59

第３節　認
知症予防・
早期発見・
早期受診の
推進

（３）認
知症の家
族の会

34 59

第３節　認
知症予防・
早期発見・
早期受診の
推進

（２）認
知症カ
フェの拡
大

30 55

第１節
認知症への
理解を深め
るための普
及啓発

（１）認
知症に関
する理解
促進

現行計画での区分

5
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実施における課題及び今後の課題
次期計画へ
の取組方向

上記「次期計画への取組
方向」の理由、拡大・見直し

等の内容

基本指針

現行計画の実施状況・評価 実績値 次期計画に向けて

基本目標３．認知症対策の推進

現行計画での区分

本人ミーティング開催回数（回） 0回 1回 （１回）

本人発信の機会（回） 0回 1回 （１回）

37 60

第３節　認
知症予防・
早期発見・
早期受診の
推進

（５）介
護サービ
ス従事者
の認知症
対応力向
上

あまりできてい
ない

介護サービス従事者研修開催回
数（回）

1回 1回 1回 改善して継続

認知症の人に対して、それ
ぞれの状況に応じた適切
な介護サービスを提供でき
るよう、認知症対応力向上
のための研修を行ってい
く。

介護に関わる全ての者の認知症対応力
を向上させていくため、介護に直接携わ
る職員が認知症介護基礎研修を受講す
るための措置の義務化について追記。

38 61

第４節　認
知症の人に
やさしい地
域づくりの
推進

（１）認
知症高齢
者等の見
守り体制
の充実

⓵認知症
サポー
ターによ
る見守り
活動

ほとんどできて
いない

認知症サポーターの登録者は増えているが、活
動している人が少ない。

拡大して継続

認知症サポーターの活動と
して、町内に設置される見
守りカメラの導入に合わ
せ、ICTを活用した見守り体
制を構築する。

ＳＯＳネットワーク登録者数（人） 62人 63人 64人

ＳＯＳネットワーク協力機関登録
者数（団体）

29 34 34

あんしんキーホルダー事前登録
者数（人）

131人 143人 148人

67 第４節　認 （１）認 ⓷あんし

40 62

第４節　認
知症の人に
やさしい地
域づくりの
推進

（１）認
知症高齢
者等の見
守り体制
の充実

⓸認知症
サポート
店の拡大

大体できている
ひょうご認知症サポート店登録
数（店舗）

30 31 31
これまで通り
継続

今後も広報、認知症ケアパ
ス、チラシの配布等をして
周知を行っていく。

41 62

第４節　認
知症の人に
やさしい地
域づくりの
推進

（２）認
知症の人
の社会参
加支援

ほとんどできて
いない

本人の声を聞けていな
い。

本人ミーティングを実施し、したいことやや
れそうなことなど当事者の声を聞く。

改善して継続

認知症サポーターステップアップ
講座受講者数（人）

65人 26人 0人

認知症サポーター連絡会（回） 1回 2回 （2回）

チームオレンジの数 0 1 1

地域での見守り体制や捜索ネットワーク
の構築（認知症サポーター等による認知
症の人の見守り活動、近隣市町村との連
携、ＩＣＴを活用した捜索システムの活用
等）

改善して継続

認知症の人本人同士が語り合う「本人
ミーティング」の実施等を通じた本人
の意見の把握、施策の企画・立案、評
価への本人視点への反映

・本人からの声をキャッチ
し、やりたいことを実施して
いく。
・広報、認知症ケアパス、
チラシの配布等をして周知
を行っていく。

ほとんどできて
いない

本人が必要とすること、やりたいことを聞く
場の提供回数が少ないため、広報や普及啓発
イベント等で本人発信の機会を充実させる。

行方不明者を早期に発見
するため、登録者数を増や
し、町ぐるみで発見できる
ようにする。そのためにも、
制度の周知を図り、登録者
数を増加させる。

大体できている
SOSネットワーク協力機関登録者は介護事業者
が多いため、様々な業種の事業者に呼びかけ
る必要がある。

開催回数が少ない。

認知症本人が希望すること
や必要としていることを汲
み取り支援を行っていく。

42 62

第４節　認
知症の人に
やさしい地
域づくりの
推進

（３）
チームオ
レンジの
立ち上げ

ほとんどできて
いない

講座受講者数の減 改善して継続

39 61

第４節　認
知症の人に
やさしい地
域づくりの
推進

（１）認
知症高齢
者等の見
守り体制
の充実

⓶①高齢
者等見守
り・ＳＯ
Ｓネット
ワーク事
業 　②
あんしん
キーホル
ダー登録
事業

36 60

第３節　認
知症予防・
早期発見・
早期受診の
推進

（４）本
人発信の
機会の充
実

拡大して継続

6


